
瓦田公民館等運営規定

(総 則 )
第 1条 瓦田公民館及び瑞穂集会所 (以下「公民館等」という。)を区民が学習、
教養等の向上のため使用する外、区民の行事、会議等文化や福祉に公益性があ

ると公民館長が認めた場合使用することが出来る。

又、区民が公民館を快適に利用するため、運営に関して必要な事項を定める。

(開館日及び休館日)

第 2条 公民館等を使用できる日 (以下「開館日」という)及び使用できない日
(以下「休館日」という)は、次のとおりとする。

(1)開 館日  次号以外の日
(2)休 館日
① 国民の祝日に関する法律に定める日

② 8月 12日から8月 16日 まで

③ 12月 28日 から1月 5日 まで
2 前項の規定にかかわらず、公民館長が特に必要と認める場合は、臨時に開館
日又は休館日を設けることが出来る。

(開館時間)

第 3条 公民館等の開館時間は、午前 9時から午後 9時までとする。

2 前項の規定にかかわらず、区長が特に必要と認める場合は、開館時間を変更
することが出来る。

3 公民館等の事務所の執務日は、月曜日から金曜日とする。
公民館の事務所の執務時間は、午前 9時 30分より午後4時 30分までとする。

但し、区費納入日が土曜日となる場合、執務時間は午前 9時 30分より午後 0

時までとする。

(使用手続き)

第 4条 公民館笠を使用する場合は、事前に所定の申請書 (別表-1)を提出する
ものとする。

2 公民館長は、使用を許可したときは、所定の使用許可書を交付するものとす
る。

3 使用許可を受けた者は、男1表に定める使用料金をその使用前に納付するもの
とする。但し、公民館長が認めた場合はこの限りではない。

(定期使用)

第 5条 公民館長が特に必要と認める団体等は、前条の規定にかかわらず、事前

に使用日及び使用施設を決めて、定期的な使用をすることが出来る。

2 定期使用日に区の行事等が発生した場合、区の行事等を優先するものとし、
公民館長は使用日を変更させる事ができる。

(公民館等施設及び備品使用料金)

第 6条 公民館等の施設及び備品の使用料金|よ、別表-2「公民館笠施設及び備
品使用料金表」に定めたものを基準とし、公民館長が決定する。



(使用料の減免 )

第 7条 公民館長が瓦田区民の福祉の向上又は生涯学習の推進等に必要と認める
場合は、使用料金を減額 し、又は免除することが出来る。

(使用の制限 )

第 8条 使用者が次の各号に該当する場合は、使用を許可せず、若 しくは許可を
取 り消 し、又は行事等を中止させることが出来る。

(¬ )公 民館の運営に支障があると認められるとき。
(2)公 の秩序を乱 し、風俗を害する恐れがあるとき。
(3)建 物若 しくは付属設備等を破損 し、又は滅失する恐れがあると認めら
れるとき。

(目 的外使用の禁止 )

第 9条 使用の許可を受けた者は、許可を受けた目的以外に使用 したり、又はそ
の権利を譲渡、若 しくは転貸 してはならない。

(罹災者の使用 )

第 10条 水害、地震、火災等の甚大な被害により、区民が居住場所を失つたとき
は、公民館等の施設を公民館長が認める期間内において、罹災者に利用させる

ことができる。

(使用者の義務 )

第 11条 使用者は、公民館等の職員がこの規定に基づいて行う指示に従わなけれ
ばならない。

2 男1表、公民館使用許可条件を遵守するものとする。
(補 償 )
第 12条 使用中建物若しくは付属設備等を破損・汚損 し、又は滅失 した場合は
使用者は直ちに公民館等の職員に報告するものとし、その損害額相当を弁償 し

なければならない。

2 当該施設の使用中に事故を生 じた場合は、使用者側の責任において処理する
ものとする。

(使用禁止 )

第 13条 使用者が、第 9条、第 10条、第 11条の規定に著 しく違反 した場合
使用を禁止することができる。

(その他)

第 14条 公民館運営のため、この規定に定めのない事項は、公民館長が別に定
める。

附 則   1 この規定は昭和 53年 4月 16日 から施行する。
2 昭和 58年 5月 この規定一部改正
3 昭和 61年 5月 この規定一部改正
4 平成 20年 4月 6日 この規定一部改正
5 平成 25年 4月 7日 この規定一部改正


